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第10期 

運 用 報 告 書 (全 体 版 ) 

 

中⼩型成⻑株オープン 
（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

 

【2019年３月４日決算】 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。

皆様の「中小型成長株オープン（愛称 スモール・

モンスターズ・ジャパン）」は、2019年３月４日に第

10期決算を迎えましたので、期中の運用状況ならびに

決算のご報告を申し上げます。 

今後とも、一層のご愛顧を賜りますようお願い申し

上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 

信 託 期 間 2014年3月10日から2024年3月4日までです。 

運 用 方 針 

主として、わが国の金融商品取引所上場（上

場予定を含みます。）株式のうち、相対的に

時価総額が中小型規模の株式に投資を行

い、投資信託財産の成長を目指して積極的

な運用を行います。また、新興市場の株式に

積極的に投資する場合もあります。 

主 要 投 資 

対 象 

わが国の金融商品取引所上場（上場予定を

含みます。）株式を主要投資対象とします。 

投 資 制 限 

株式（新株引受権証券および新株予約権証

券を含みます。）への投資割合には制限を設

けません。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎年3月4日および9月4日（それぞれ休業日の

場合は翌営業日）に決算を行い、原則として、

以下の方針に基づき、収益分配を行います。 

分配対象収益の範囲は、繰越分を含めた経

費控除後の配当等収益と売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。 

分配金額は、委託会社が分配可能額、基準価

額水準等を勘案して決定します。分配可能

額が少額の場合や基準価額水準によって

は、収益分配を行わないことがあります。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 日経ジャスダック平均株価 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ 円 ％ ％ ％ 百万円 

６期(2017年３月６日) 15,451 0 24.4 3,039.86 22.9 95.1 － 179 

７期(2017年９月４日) 18,658 0 20.8 3,418.74 12.5 95.2 － 297 

８期(2018年３月５日) 23,046 0 23.5 3,964.74 16.0 86.1 － 3,449 

９期(2018年９月４日) 21,876 0 △ 5.1 3,795.10 △ 4.3 95.0 － 2,410 

10期(2019年３月４日) 19,310 0 △11.7 3,498.01 △ 7.8 94.4 － 1,734 
 

（注） 基準価額および分配金（税引前）は１万口当たり、基準価額の騰落率は分配金（税引前）込み。 

（注） 日経ジャスダック平均株価は当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。 

（注） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 日経ジャスダック平均株価 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％ 円 ％ ％ ％ 

2018年９月４日 21,876 － 3,795.10 － 95.0 － 

９月末 22,018 0.6 3,831.49 1.0 94.9 － 

10月末 19,391 △11.4 3,563.17 △ 6.1 92.9 － 

11月末 19,864 △ 9.2 3,576.31 △ 5.8 95.4 － 

12月末 16,718 △23.6 3,210.13 △15.4 92.3 － 

2019年１月末 17,835 △18.5 3,376.07 △11.0 95.0 － 

２月末 19,101 △12.7 3,468.33 △ 8.6 95.2 － 

(期  末)       

2019年３月４日 19,310 △11.7 3,498.01 △ 7.8 94.4 － 
 

（注） 騰落率は期首比。 

 

  



品 名：90009_552375_010_04_中小型成長株オープン_765930.docx 

日 時：2019/4/9 10:52:00 

ページ：2 

 

― 2 ― 

中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

  

  

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 参考指数は、日経ジャスダック平均株価です。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首（2018年９月４日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
当ファンドにおける主なプラス要因およびマイナス要因は以下の通りです。 

 

（主なプラス要因） 

・業種配分では、電気機器、サービス業、建設業などが基準価額にプラスに寄与しました。 

・個別銘柄では、サニーサイドアップ、ＴＯＫＹＯ ＢＡＳＥ、フリークアウト・ホールディングスなどが基準価額

にプラスに寄与しました。 

 

（主なマイナス要因） 

・業種配分では、機械、ガラス・土石製品、小売業などが基準価額にマイナスに影響しました。 

・個別銘柄では、ＭＡＲＵＷＡ、ベクトル、カワタなどが基準価額にマイナスに影響しました。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

  
国内株式市場は、トルコリラなど新興国通貨の下げ止まりや米中通商協議進展への期待、景気回復を示す米国の

マクロ経済統計が好感され、2018年10月初旬にかけて上昇基調で推移しました。しかしその後は、米中貿易摩擦の激

化に伴う世界経済の悪化が意識されていたものの、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長が米国経済に強気の見方を

示したことで、早期の利上げ打ち止め観測が後退し、投資家のリスク回避姿勢が強まったことから、12月下旬にかけ

て下落しました。期末にかけては、米国の利上げ打ち止め観測が強まったことや米中貿易摩擦の緩和期待などを背

景に、国内株式市場は持ち直す動きとなりました。 

 

  
当ファンドの運用につきましては、企業の中長期的な利益成長ポテンシャルに着目して銘柄選別を行いました。 

具体的には、拠点網の拡充に伴う物件仕入れの増加により持続的に業績が拡大すると考えられたカチタスや、低

採算事業の縮小と東京五輪を控えたスポーツ関連イベントの増加により利益成長性が高まると判断されたサニーサ

イドアップなどを買い付けました。 

一方、米中貿易摩擦を背景とした製造業の設備投資抑制の悪影響が懸念されたＭＡＲＵＷＡや、海外子会社の収

益性回復に時間を要すると判断された、あい ホールディングスなどを売却しました。 

 

  
当ファンドは特定のベンチマークを設けておりません

が、当ファンドの基準価額の騰落率は、参考指数としてい

る日経ジャスダック平均株価の騰落率を3.9％下回りまし

た。詳細につきましては前掲の「基準価額の主な変動要因」

をご参照ください。 

 

  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。 

（注） 参考指数は、日経ジャスダック平均株価です。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

  
当ファンドは毎年３月４日および９月４日（それぞれ休業日の場合は翌営業日）に決算を行い、委託会社が分配

可能額、基準価額水準等を勘案のうえ分配金額を決定します。 

当期の分配につきましては、基準価額水準が当初元本を上回っておりますが、投資信託財産の成長に重点を置く

こととし、見送りとさせて頂きました。なお、収益分配に充てなかった留保益につきましては、運用の基本方針と同

一の運用を行ってまいります。 

 

 （単位：円、１万口当たり・税引前） 

項 目 
第10期 

2018年９月５日～ 
2019年３月４日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 9,309  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  
国内株式市場は、もみ合う展開を想定します。世界景気の減速などを背景とした2018年度業績の悪化懸念は2018

年年末にかけての相場の下落で概ね織り込まれたと考えられます。ただ、外部環境の不透明感から、先行きの企業業

績見通しへの確信度が高まり難いと考えられるため、株価の上値余地は限定的になると予想します。引き続き、米中

通商協議の進展などを見極めながら、国内株式市場はもみ合う展開になると予想します。 

当ファンドの運用につきましては、相対的に時価総額が中小型規模の銘柄のなかから、高い技術力、優れた商品開

発力、特徴あるビジネスモデル、事業構造の改革などにより、飛躍的な成長が期待される企業の株式を選別します。 

引き続き、独自のビジネスモデルで成長を図っている銘柄など、中長期的な利益成長ポテンシャルが高いと考え

られる銘柄を選別してまいります。 

 
※文中の投資行動は、個別銘柄の売買等いかなる投資行動も推奨するものではありません。 

 

  



品 名：90009_552375_010_04_中小型成長株オープン_765930.docx 

日 時：2019/4/9 10:52:00 

ページ：5 

 

― 5 ― 

中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○１万口当たりの費用明細 (2018年９月５日～2019年３月４日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 87  0.455  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 41)  (0.214)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 41)  (0.214)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  5)  (0.027)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 63   0.328   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 63)  (0.328)   

（c） そ の 他 費 用 1   0.006   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、金銭信託支払手数料 

 合 計 151   0.789    

期中の平均基準価額は、19,154円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 
（注） 各金額において基準価額は円未満切捨て、その他は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年９月５日～2019年３月４日) 

○売買及び取引の状況とは、ファンドが購入・売却した有価証券の数量および金額です。 
 

 

 

 
買 付 売 付 

株 数 金 額 株 数 金 額 

国 

内 

 千株 千円 千株 千円 
上場 1,254 1,790,938 1,447 2,154,692 
 (   24) (       －)

 
（注） 金額は受渡代金。 
（注） 単位未満は切捨て。 
（注） ( )内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。    

株式 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○株式売買比率 (2018年９月５日～2019年３月４日) 

 

項 目 当 期 

(a) 期中の株式売買金額 3,945,631千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 1,744,949千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 2.26   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年９月５日～2019年３月４日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,790 682 38.1 2,154 498 23.1 

 
 
 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 6,046千円 
うち利害関係人への支払額（B） 1,884千円 

（B）／（A） 31.2％   
 
 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは岡三証
券です。 

 

○組入資産の明細 (2019年３月４日現在) 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（1.8％）    

タマホーム 53.5 － － 

フィル・カンパニー － 6.2 30,132 

化学（1.2％）    

日本化学産業 － 15 19,380 
 

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

医薬品（－％）    

そーせいグループ 25 － － 

ガラス・土石製品（－％）    

日本板硝子 73.8 － － 

ノリタケカンパニーリミテド 10 － － 

ＭＡＲＵＷＡ 13.3 － － 
 

利害関係人との取引状況 

国内株式 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

非鉄金属（－％）    

古河機械金属 47 － － 

機械（－％）    

ＦＵＪＩ 35.2 － － 

オプトラン 10.7 － － 

日精エー・エス・ビー機械 10.4 － － 

カワタ 21 － － 

電気機器（3.9％）    

サン電子 － 74.5 63,995 

輸送用機器（－％）    

ミクニ 60 － － 

電気・ガス業（2.4％）    

レノバ － 38.1 39,090 

情報・通信業（31.1％）    

エイチーム 17 － － 

じげん 134.3 129 83,076 

フィックスターズ 43.7 20 26,700 

セレス 44.5 43 83,334 

豆蔵ホールディングス － 64 66,944 

アバント － 31 48,236 

うるる － 10 23,260 

ＰＫＳＨＡ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ － 11.2 58,800 

ＨＥＲＯＺ 3.7 8.6 71,638 

ラクスル － 11.2 47,768 

デジタルガレージ 18 － － 

卸売業（3.7％）    

あい ホールディングス 37.1 － － 

アセンテック － 32.3 60,982 

小売業（11.0％）    

ＤＤホールディングス 23.2 － － 

物語コーポレーション 10.2 8.7 84,216  

 
銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

Ｈａｍｅｅ 55.7 － － 

シュッピン 33 － － 

ＢＥＥＮＯＳ 45 － － 

トリドールホールディングス － 18 41,292 

ＴＯＫＹＯ ＢＡＳＥ － 58.1 53,684 

保険業（2.2％）    

ライフネット生命保険 － 60 36,180 

アイペット損害保険 20.7 － － 

その他金融業（6.0％）    

イントラスト － 57 25,251 

アルヒ 50.8 35.9 72,159 

不動産業（11.7％）    

サムティ 41.4 － － 

ティーケーピー 26.4 29.6 105,968 

カチタス － 23.7 85,557 

サービス業（25.0％）    

ＬＩＦＵＬＬ 71 90.1 58,835 

ＵＴグループ － 21 55,923 

サニーサイドアップ － 39 74,100 

ウェルネット － 16.5 17,721 

ＲＩＺＡＰグループ 114.1 － － 

Ｇｕｎｏｓｙ 27.5 35 90,895 

ベクトル 27 － － 

フリークアウト・ホールディングス － 25 63,175 

メタップス 15.8 － － 

ポート － 40 48,920 

合 計 
株 数 ・ 金 額 1,220 1,051 1,637,213 

銘柄数＜比率＞ 32 29 ＜94.4％＞ 
 

（注） 銘柄欄の( )内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

（注） 合計欄の＜ ＞内は、純資産総額に対する評価額の比率。 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

 

○投資信託財産の構成 (2019年３月４日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 
株式 1,637,213 93.2 
コール・ローン等、その他 120,055 6.8 
投資信託財産総額 1,757,268 100.0 

 
（注） 評価額の単位未満は切捨て。 
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中小型成長株オープン（愛称 スモール・モンスターズ・ジャパン） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年３月４日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,757,268,126   

 コール・ローン等 103,640,315   

 株式(評価額) 1,637,213,200   

 未収入金 14,676,688   

 未収配当金 1,737,800   

 未収利息 123   

(B) 負債 23,127,997   

 未払金 4,425,157   

 未払解約金 10,078,298   

 未払信託報酬 8,523,876   

 その他未払費用 100,666   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,734,140,129   

 元本 898,063,864   

 次期繰越損益金 836,076,265   

(D) 受益権総口数 898,063,864口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 19,310円 
 

（注） 計算期間末における１口当たりの純資産額は、1.9310円です。

（注） 当ファンドの期首元本額は1,102,000,075円、期中追加設定元

本額は249,406,326円、期中一部解約元本額は453,342,537円

です。 
 

○損益の状況 (2018年９月５日～2019年３月４日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 7,383,655   

 受取配当金 7,416,436   

 受取利息 265   

 その他収益金 334   

 支払利息 △       33,380   

(B) 有価証券売買損益 △  177,751,556   

 売買益 259,186,843   

 売買損 △  436,938,399   

(C) 信託報酬等 △    8,627,707   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  178,995,608   

(E) 前期繰越損益金 △  108,520,966   

(F) 追加信託差損益金 1,123,592,839   

 (配当等相当額) (    631,414,388)  

 (売買損益相当額) (    492,178,451)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 836,076,265   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 836,076,265   

 追加信託差損益金 1,123,592,839   

 (配当等相当額) (    631,414,388)  

 (売買損益相当額) (    492,178,451)  

 分配準備積立金 698,381   

 繰越損益金 △  288,214,955   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えに

よるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定した価額から元本を差し引いた差額分を

いいます。 

（注） 収益分配金 

決算期 第10期 

(a) 配当等収益(費用控除後) 0円 

(b) 有価証券等損益額(費用控除後、繰越欠損金補填後) 0円 

(c) 信託約款に規定する収益調整金 835,377,884円 

(d) 信託約款に規定する分配準備積立金 698,381円 

 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 836,076,265円 

 分配対象収益(１万口当たり) 9,309円 

 分配金額 0円 

 分配金額(１万口当たり) 0円 

 

<お知らせ> 
該当事項はございません。 
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用語解説 
○資産、負債、元本及び基準価額の状況は、期末における資産、負債、元本及び基準価額の計算過程を表しています。
主な項目の説明は次の通りです。 

項 目 説 明 

資産 ファンドが保有する財産の合計です。 
コール・ローン等 金融機関向けの安全性の高い短期貸付運用などの残高です。 
各種有価証券等(評価額) 組入れた株式・債券・ファンドなどの評価金額です。 
未収入金 入金が予定されている有価証券の売却代金などです。 
未収配当金 入金が予定されている株式の配当金等です。 

未収利息 
入金が予定されているコール・ローン等の利息や債券の利息
の合計です。 

負債 支払いが予定されている金額の合計です。 
未払収益分配金 期末時点で支払いが予定されている収益分配金です。 
未払解約金 支払いが予定されている解約金です。 
未払信託報酬 支払いが予定されている信託報酬の額です。 
その他未払費用 支払いが予定されている監査費用、その他の費用です。 

純資産総額(資産－負債) 
ファンドが保有する財産の合計から支払いが予定されてい
る金額の合計を差し引いたものです。 

元本 ファンド全体の元本残高です。 

次期繰越損益金 
純資産総額と元本の差額(翌期に繰り越す損益金の合計額)
です。 

受益権総口数 受益者が保有する受益権口数の合計です。 
1(万)口当たり基準価額 1(万)口当たりのファンドの時価です。 

 

用語解説 
○損益の状況は、期中にファンドがどのような収益や損失を計上したかを表しています。主な項目の説明は次の通り
です。 

項 目 説 明 

配当等収益 ファンドが受取った配当金・利息等の合計です。 
受取配当金 保有する株式等の配当金等です。 
受取利息 債券、コール・ローン等の利息等です。 

有価証券売買損益 有価証券の売買損益と期末の評価損益の合計額です。 
売買益 売買益と期末評価益の合計です。 
売買損 売買損と期末評価損の合計です。 

信託報酬等 
信託報酬のほか保管費用、監査費用、その他の費用と、それ
らに掛かる消費税等相当額です。 

当期損益金 当期における収支合計です。 

前期繰越損益金 
前期分の分配準備積立金と繰越損益金の合計額から当期中
の解約に対する持分を控除した金額です。 

追加信託差損益金 受益者がファンドに払い込んだ金額と元本との差額です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 

計 収益分配前の期中の収支の総合計です。 
収益分配金 期中の分配可能額から受益者に支払われる分配金です。 
次期繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の合計です。 
追加信託差損益金 翌期に繰り越す追加信託差損益金です。 
(配当等相当額) 配当等に相当する額です。 
(売買損益相当額) 売買損益に相当する額です。 
分配準備積立金 翌期に繰り越す分配準備積立金の額です。 
繰越損益金 翌期に繰り越す損益金の額です。 

 

 


